
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
（
叉
は
カ
ナ
ン
語
）
の
〉
一
℃
げ
簿
び
簿
の

起
源
及
び
モ
ー
ゼ
の
H
蕊
鼠
℃
ま
⇔
ε
に
就
て

文
學
士
　
由
丁
原
與
茂
九
郎

　
本
文
に
於
て
一
九
二
五
年
十
一
月
五
日
登
行
の
週
刊
ロ

ソ
ー
3
ン
タ
イ
ム
ス
誌
三
入
七
頁
な
る
投
書
欄
に
寄
書
さ
れ

π
る
ガ
ー
デ
イ
ナ
ー
博
士
「
シ
ナ
イ
碑
丈
」
U
5
藍
碧
躍
・

O
母
魯
”
Φ
♪
8
冨
ω
ぎ
鉱
H
旨
8
二
R
9
冨
の
解
讃
に
潤
す
る
敷

術
的
紹
介
及
び
そ
れ
に
点
す
る
私
見
ご
を
述
べ
て
見
た

い
。
該
寄
書
は
入
・
五
ポ
イ
ン
ト
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ー
及
び
七

ポ
イ
ン
ト
・
ミ
ニ
オ
ン
活
字
入
十
行
六
百
三
十
籐
字
の
小

品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
小
皿
に
盛
む
れ
た
る
も
の
は
．

》
聴
診
び
9
の
起
源
に
冒
す
る
又
或
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
等

を
フ
ァ
ラ
オ
の
國
ミ
ツ
ラ
イ
ム
よ
り
導
き
疑
し
た
る
豫
言

者
モ
ー
ゼ
に
も
係
は
る
ご
こ
ろ
の
珍
肴
な
れ
ば
、
我
更
学

界
の
二
上
に
蓮
ぷ
も
徒
爾
な
る
業
で
は
な
か
ら
う
ご
思

　
　
　
第
十
一
巻

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
≧
嘗
移
簿
の
起
源
及
び
モ
ー
セ
の
H
§
琶
餓
8
定
に
就
て

ふ
。

　
Ω
㌶
掌
篇
博
士
の
寄
書
の
目
的
は
寓
§
置
H
大
學
の
セ
ム

語
學
受
授
の
嵩
ヨ
ヨ
Φ
博
士
の
最
近
試
み
し
「
シ
ナ
イ
碑
交
」

．
解
護
に
關
し
て
の
枇
判
及
び
博
士
自
身
の
主
張
の
賂
述
ご

に
あ
る
ら
し
い
。
Ω
鍵
量
興
騎
士
の
所
論
、
Q
瓜
霞
昌
。
博
士

の
主
張
に
鯛
る
、
に
先
立
ち
シ
ナ
イ
碑
文
に
就
て
一
言
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
エ
ジ
プ
ト
ご
ア
ラ
ビ
ア
牢
島
ε
を
北
に
結
ぶ
三
角
点
島

シ
ナ
イ
ω
貯
鉱
の
ω
o
養
ぴ
津
。
駅
囚
冨
島
ヨ
の
鑛
山
に
曾
て
Q
∩
騨

霊
菅
α
。
誘
団
・
民
・
　
博
士
は
十
｝
個
の
不
可
解
文
字
に
て
彫

さ
れ
た
る
碑
文
を
意
見
し
た
。
而
し
て
該
碑
交
銘
の
出
版

は
潮
齢
膏
博
士
よ
b
O
9
乙
ぎ
窪
博
士
に
委
託
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
　
（
六
五
）



　
　
　
第
十
一
谷

碑
文
の
現
物
は
今
日
カ
イ
買
博
物
館
に
保
藏
さ
れ
て
あ

る
。
碑
丈
銘
及
び
そ
れ
に
蔵
す
る
Ω
母
島
器
憎
博
士
の
論
文

は
一
九
工
ハ
年
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
學
雑
誌
第
三
號
に
記
載

さ
れ
て
あ
る
。
私
は
該
雑
誌
を
手
に
す
る
こ
ε
が
出
來
な

い
故
主
内
容
を
知
り
得
な
い
の
は
逡
憾
で
あ
る
Q
さ
れ
ば

週
刊
タ
イ
ム
ス
誌
上
の
寄
書
に
よ
り
て
以
下
博
士
の
所
論

に
薫
れ
て
見
や
う
。

　
博
士
が
蟹
・
巳
。
博
士
よ
リ
シ
ナ
イ
碑
文
の
毘
版
を
託
さ

れ
、
該
碑
丈
に
接
し
て
最
初
に
注
意
を
引
き
し
は
或
一
個

の
碑
交
の
碑
銘
中
に
小
交
字
号
け
琶
畠
母
8
寅
ご
思
は
る

、
も
の
に
、
牛
頭
形
の
の
お
p
の
あ
り
し
こ
ε
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
二
十
二
個
の
》
ぽ
ぎ
び
簿
の
第
｝

文
字
な
る
a
亀
が
雄
牛
を
意
出
す
る
こ
ご
を
思
ひ
遇
さ
し

た
。
而
し
て
こ
の
こ
ご
に
よ
り
て
テ
ぜ
ス
ト
さ
れ
る
假
説

は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
シ
ナ
イ
碑
文
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
の

≧
筈
菩
簿
の
非
常
に
古
き
時
代
の
形
態
を
示
し
て
を
る
も

の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
師
ち
そ
の
》
乾
声
げ
9
の
う
ち

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
〉
な
穿
び
興
の
超
源
及
び
モ
ー
セ
の
目
上
。
ユ
℃
ぎ
μ
ミ
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
［
一
號
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
六
山
ハ
）

に
は
全
部
で
は
な
い
が
、
文
字
が
そ
の
よ
ば
る
、
名
（
例

へ
ば
馳
。
ご
を
示
す
物
（
雄
牛
）
の
形
を
も
つ
て
描
か
れ
て

を
つ
た
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
L

而
し
て
該
碑
交
の
年
代
は
博
士
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
少
く

ご
も
西
紀
前
千
四
百
年
以
下
に
は
下
ら
す
、
恐
ら
く
は
、

そ
れ
よ
り
五
世
紀
以
上
も
古
い
か
も
知
れ
な
い
。
博
士
は

か
く
し
て
一
暦
進
み
て
碑
銘
を
調
査
せ
し
に
六
個
の
ω
圃
器

が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
前
に
述
べ
た
雄
牛
の
外
に
、
家
、

水
、
目
、
頭
、
十
字
形
の
ω
圃
σ
q
蕊
で
あ
る
。
こ
の
六
個
の
ω
催
雛

は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
》
覚
属
ぴ
舞
中
の
六
交
響
の
意
昧
ご
全
、

く
一
致
し
た
。
左
に
シ
ナ
イ
碑
文
の
六
個
の
テ
イ
ン
ご
そ

れ
に
癒
す
・
る
フ
ェ
ニ
キ
ア
鴫
冬
字
一
及
び
ヘ
ブ
ラ
イ
山
野
尚
子
ご
を

列
記
比
較
せ
う
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
｛
子
は
富
屋
画
餅
置
N
ぴ
霞
㏄
証
”

聡
き
き
寂
び
（
｛
巽
き
凱
ω
o
慧
藻
9
9
　
図
幅
噂
僧
上
ρ
涛
　
ま
寓
紳

鍵
。
。
σ
q
9
鼻
霞
叶
2
甘
。
。
o
一
鼠
津
g
．
＝
．
目
亀
．
≦
o
四
三
錠
　
同
Q
。
り
G
。
●

中
の
爵
塗
ポ
目
p
塗
×
廉
く
●
及
び
Q
．
》
．
O
o
o
冨
M
》

目
。
図
？
瞬
o
o
回
白
○
門
乞
。
≧
で
ω
o
p
口
淀
。
　
H
霧
9
首
口
g
匂
・
・
○
溶
♂
三
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第
十
一
巻
　
　
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
≧
℃
ぎ
げ
簿
の
超
源
及
び
玉
響
セ
の
翻
8
門
ぞ
け
…
o
昌
定
に
就
て

お
。
ω
・
の
羅
9
8
×
昌
ご
に
よ
り
、
シ
ナ
イ
碑
丈
は
週
刊
タ
イ
ム
、

ス
誌
上
の
寓
眞
に
よ
っ
て
を
る
。

　
フ
ェ
ニ
キ
ア
三
三
（
カ
ナ
ン
交
字
こ
も
い
ふ
）
の
金
石
文
は
主

こ
し
て
フ
ェ
ニ
キ
ア
本
土
又
は
そ
の
植
民
地
た
り
し
ア
フ
リ
カ

の
カ
ル
タ
ゴ
及
び
其
他
パ
レ
ス
チ
ナ
の
諸
地
方
よ
り
嵩
置
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

た
。
其
内
最
も
有
名
な
も
の
は
．
一
八
六
入
年
U
旨
診
で
登
見

さ
れ
た
る
一
般
に
は
竃
8
導
。
ω
8
ま
ε
し
て
知
ら
れ
て
を
る
、

イ
ス
ラ
エ
ル
國
王
》
冨
び
（
O
Q
醤
一
◎
Q
い
も
・
Ω
）
に
朝
貢
し
て
を
つ

た
モ
ア
ブ
國
王
鼠
①
ω
H
属
の
石
碑
目
竃
ω
冠
。
。
h
寓
。
珍
2
昏
。

囚
貯
σ
q
o
h
試
。
菩
ご
一
入
入
○
年
ω
ま
答
（
○
。
琶
o
F
ω
ま
p
9
の

池
の
附
近
に
て
登
見
さ
れ
し
ユ
ダ
國
王
鑓
。
匿
皇
（
認
○
…
8
い

¢
ρ
）
時
代
の
も
の
な
る
所
謂
シ
ロ
ァ
国
交
ご
霧
せ
ら
る
、
も

の
及
び
近
年
ナ
マ
ソ
ァ
に
て
登
見
さ
れ
た
る
○
。
・
審
串
（
土
器
等

の
破
片
に
交
宇
の
彫
ら
れ
た
る
も
の
）
等
で
あ
る
○
フ
ェ
ニ
キ
ア

文
宇
の
パ
レ
ス
チ
ナ
地
方
で
用
ひ
ら
れ
し
デ
ー
ト
は
6
Q
o
す
ぎ
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
（
エ
）

（
＄
℃
＼
O
I
ゆ
ω
⇔
）
王
…
以
前
に
轍
捌
る
こ
ビ
は
函
出
來
な
い
。

　
諸
國
語
の
》
蔵
類
び
零
の
超
源
ご
考
へ
ら
れ
し
フ
ェ
ニ
キ
ア
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錐
一
継
…
　
　
　
山
ハ
・
七
　
　
　
（
六
七
）

「



　
　
　
第
十
一
巷

の
そ
れ
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
入
の
登
明
せ
し
も
の
で
は
な
い
。

真
説
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
》
ゼ
夢
ぴ
簿
蓮
源
に
つ
き
て
は
数
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
っ
た
。
遠
し
。
醸
8
博
士
に
從
ひ
て
諸
説
ご
そ
の
代
表
者

と
を
暴
げ
や
う
。

　
（
一
）
エ
ヂ
プ
ト
の
象
形
文
字
窪
①
δ
ぴ
q
耳
垢
6
説
、
此
説
は

エ
ヂ
プ
ト
學
の
始
懇
Ω
蜀
ヨ
ぴ
O
簑
○
β
が
サ
ぜ
ス
ト
し
、
英

國
の
窃
マ
づ
、
．
U
養
ヨ
ヨ
9
己
（
H
。
。
い
い
）
及
び
イ
タ
ソ
ヤ
の

OQ

b
く
＆
巳
に
よ
り
て
探
用
さ
れ
だ
。
他
の
多
く
の
學
者
に
よ

り
て
此
説
が
探
用
せ
ら
る
、
に
い
た
り
し
は
エ
ヂ
プ
ト
學

者
国
安
酵
即
巨
g
α
Φ
殉
。
夷
α
が
一
入
五
九
年
》
8
象
ヨ
帯

（
蕾
ご
・
。
。
言
ぎ
蕊
に
於
て
そ
の
研
究
を
獲
表
せ
し
以
來
の
こ

ε
で
あ
る
。
彼
の
説
は
い
9
9
諺
老
酒
及
び
∩
程
9
謝
鎚
。

日
p
絶
。
脱
に
よ
っ
て
確
め
ら
る
、
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
此

説
は
有
力
な
説
で
は
あ
る
が
普
遍
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

て
み
な
い
。

　
（
二
）
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
襖
形
文
字
6
§
鼠
ゆ
ニ
ゴ
ω
o
ユ
世
説
、

愚
説
は
バ
ビ
融
雪
ャ
捜
形
文
字
の
古
形
よ
り
出
た
こ
し
て

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
≧
℃
ぎ
ぴ
鼠
の
起
源
及
び
唱
峯
セ
の
H
昌
8
3
誉
2
副
ミ
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
点
一
八
　
　
　
（
山
ハ
八
）

耳
環
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
寓
。
ヨ
ヨ
焦
激
授
に
よ
り
て
主
張
さ
れ

て
を
る
。
～
く
●
9
8
げ
。
ギ
》
臨
σ
q
①
8
0
酵
μ
o
の
』
る
．
Ω
＄
o
露
。
深
。

切
さ
覧
。
鼠
g
ω
ぎ
匹
》
。
・
ω
《
ユ
g
。
。
”
切
。
島
β
目
◎
。
○
。
摯
ω
の
●
い
や
綴

を
墾
照
せ
ら
れ
た
し
。

　
（
三
）
国
9
嵐
超
興
は
フ
エ
ニ
キ
ァ
語
の
》
苞
芭
）
9
は
ヒ

ッ
タ
イ
ト
語
霞
目
餓
8
の
そ
れ
ご
同
紐
系
の
も
の
で
あ
ら
う

ご
サ
ぜ
ス
ト
し
て
を
る
。

　
（
四
）
南
方
ア
ラ
ゼ
ァ
（
竃
畜
類
碧
）
説
。
こ
の
説
は
Ω
錺
窪

博
士
に
よ
り
て
‡
…
張
さ
れ
た
。

　
今
日
に
於
て
も
セ
ム
語
ω
o
鼠
昏
の
》
蔵
属
ぴ
。
け
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

及
び
そ
の
デ
ー
ト
に
訂
し
て
定
説
は
な
い
。
ω
．
》
曹
O
o
o
冒

博
士
は
セ
ム
語
の
》
貫
首
ぴ
簿
は
セ
ム
語
ε
同
機
に
セ
ム
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

族
肖
身
の
三
明
で
あ
り
他
の
影
響
な
し
ざ
説
い
て
を
る
。

　
さ
て
Ω
鴛
α
鮫
2
博
士
は
シ
ナ
イ
碑
文
中
よ
b
六
個
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

宇
を
推
定
し
た
る
を
手
が
か
り
ご
し
て
、
次
に
或
碑
交
中

に
四
個
の
ω
向
讐
ω
の
一
團
こ
な
れ
る
も
の
、
解
讃
に
從
つ

た
○
而
し
て
そ
れ
を
じ
d
ρ
へ
9
毎
ご
解
護
し
た
。
　
M
團
ご
な
、

魯

”



嶺

れ
る
四
個
の
の
闘
σ
q
葛
の
一
つ
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
の
し
に

驚
く
べ
き
程
似
て
を
る
。
　
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
済
恒
声
ぴ
馨
第
十

　
二
番
目
の
冨
ヨ
＆
（
L
）
は
そ
の
意
味
合
昧
で
あ
る
。

　
罫
螺
コ
Ψ
U
は
三
雲
聖
書
に
鴇
ぞ
る
団
鐘

の
女
性
名
詞
に
し
て
望
盛
が
男
紳
な
る
に
謝
し
て
女
帥

こ
し
て
カ
ナ
ン
民
族
（
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
、
ペ
ソ
シ
テ
人
、

　
モ
ア
ブ
入
等
）
の
間
に
崇
拝
せ
ら
れ
た
σ
切
暁
巴
舞
は

　
エ
ヂ
プ
ト
の
女
面
難
事
回
○
騰
と
三
唱
親
さ
れ
し
は
よ
く

知
ら
れ
て
を
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
エ
ニ
キ
ァ
ノ
都
市

Ω
①
ぴ
巴
の
b
ご
ρ
盛
暮
ば
爾
角
の
間
に
ω
茸
為
ω
搾
を
も
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

，
鎧
9
停
。
戦
ご
同
襟
に
描
か
れ
て
を
る
。

　
切
ρ
惑
暮
の
解
讃
が
覆
へ
さ
る
、
か
或
は
一
女
確
め
ら
る

～
か
は
之
を
將
來
に
挨
た
ね
ば
な
ら
澱
が
、
し
か
し
、
恐
ら

く
、
碑
文
の
鷺
足
さ
れ
し
地
方
に
於
て
前
記
の
エ
ヂ
プ
ト

の
女
帥
霞
9
夢
9
が
崇
舞
さ
れ
、
そ
こ
に
は
悪
女
榊
の
紳

殿
の
あ
り
し
、
及
び
寓
毘
δ
触
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
に
よ
り
て

切
礼
巴
暮
ご
呼
ば
れ
た
る
考
古
學
的
事
實
は
シ
ナ
イ
．
碑
・
文
の

　
　
　
・
錐
十
榊
巻

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
巴
℃
び
菩
9
の
趨
源
及
び
遷
ー
セ
の
謬
8
ユ
箕
岡
〇
盗
♂
に
就
て

交
字
ご
フ
ェ
ニ
キ
ア
交
叉
ε
の
類
似
て
ふ
言
語
静
的
謹
慷

ご
結
び
つ
い
て
ぎ
｝
巴
舞
ご
解
属
せ
し
こ
の
護
み
方
の
正
し

き
こ
ご
を
支
持
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
解
讃
が
正

し
い
ご
す
れ
ば
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
≧
冨
菩
簿
起
源
に
關

す
る
問
題
は
、
そ
の
起
源
は
シ
ナ
イ
碑
文
の
堂
宇
に
ま
で

募
り
う
る
こ
の
最
後
の
決
論
に
導
か
れ
る
。
Q
二
丈
管
興
博

士
の
所
説
の
要
旨
は
以
上
の
如
き
で
あ
る
。

　
シ
ナ
イ
碑
文
に
關
す
る
上
述
の
如
き
論
旨
の
論
文
が
一

九
｝
六
年
の
エ
ヂ
プ
ト
考
古
學
雑
誌
第
三
號
に
登
表
せ
ら

る
、
や
多
く
の
學
者
は
該
問
題
に
算
し
て
執
筆
し
た
。
博

士
の
説
を
肯
定
す
る
も
の
、
背
駕
す
る
も
の
、
或
制
限
の

も
ご
に
肯
定
す
る
も
の
な
ご
盛
ん
な
る
論
議
を
捲
き
起
す

に
至
っ
た
。
而
し
て
最
近
に
於
け
る
シ
ナ
イ
碑
文
に
關
す

る
研
究
は
寓
§
蕊
戸
大
開
激
授
9
冨
8
①
博
士
の
そ
れ
で

あ
る
。
博
士
の
解
讃
せ
し
も
の
は
次
の
如
し
。

　
「
石
工
の
統
領
、
帥
殿
の
長
な
る
余
、
寓
鈴
爵
馨
げ
は

　
罷
峯
養
。
財
の
女
、
出
㌶
路
。
暢
9
に
戚
謝
す
。
そ
は
彼
女

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
六
九
　
　
（
六
九
）



　
　
　
第
十
一
巷

　
は
余
を
ナ
イ
ル
河
よ
）
引
き
上
げ
高
き
名
言
を
余
に
與

　
へ
た
れ
ば
な
り
o
L

　
9
，
農
博
①
博
士
は
冨
9
蓼
。
。
ω
。
び
を
試
。
。
。
・
。
。
ご
し
て
を
る
。

そ
れ
は
蕪
約
書
に
一
所
モ
ー
ゼ
の
こ
ε
を
都
濃
窃
。
。
魯
ε
記

し
て
あ
る
か
ら
。
叉
顕
器
滞
℃
ω
客
を
エ
ヂ
プ
ト
第
十
入
王

朝
の
虐
砦
§
o
ω
。
目
の
女
に
し
て
齪
景
ヨ
○
。
。
。
幽
翠
（
綴
o
H
－
H

嚢
葛
・
ρ
）
ご
共
に
エ
ヂ
プ
ト
女
王
ご
し
て
｝
五
〇
鳳
一
一

四
七
九
ま
で
霜
臨
せ
し
、
ブ
レ
ス
テ
ッ
ー
3
の
所
謂
「
更
露
呈

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

初
の
偉
大
な
る
女
性
」
譲
ρ
露
お
℃
ω
9
ご
同
一
噛
し
て
を

る
。
而
し
て
博
士
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
路
埃
及
の
デ
ー

ト
を
｝
四
四
〇
に
ご
っ
て
を
る
Q
以
上
の
理
由
に
よ
り
博

士
は
こ
の
碑
文
は
モ
ー
ゼ
膚
身
彫
銘
せ
し
も
の
な
り
ご
映

聡
し
て
を
る
。

　
霞
挨
及
記
に
載
せ
ら
れ
た
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
傳
承
に
よ

れ
ば
薦
舟
の
中
に
捨
て
ら
れ
し
ヘ
ブ
ル
女
の
愛
ら
し
き
幼

兜
は
國
王
の
女
に
よ
り
て
ナ
．
4
ル
の
河
中
よ
り
拾
ひ
上
げ

ら
れ
、
水
の
中
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
し
に
よ
り
鎧
○
ω
魯

フ
ェ
ニ
キ
ア
譜
の
》
な
】
皆
ぴ
簿
の
超
源
及
び
奄
蓄
セ
の
同
覇
。
門
ゼ
餓
9
回
定
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
．
皿
號
　
　
　
七
〇
　
　
（
七
〇
）

（
曾
雲
．
謬
壱
）
ご
は
名
づ
け
ら
れ
、
宮
殿
に
て
愛
育
せ
ら
れ
、

エ
ヂ
プ
ト
の
高
等
激
育
を
う
け
、
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族

を
拳
ひ
で
出
埃
及
を
な
し
て
を
る
。
出
挨
及
の
デ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
大
計
次
の
四
説
あ
り
。

　
（
一
）
第
十
入
王
朝
前
の
踏
蜜
5
0
の
時
代
、
（
二
）
第
十
入

王
朝
の
目
毎
ε
6
ω
〇
三
世
及
び
》
昌
姦
旨
0
8
℃
三
世
及
び
四

世
（
岸
ぎ
p
8
菖
所
謂
》
B
二
二
時
代
、
（
三
）
第
十
九
王
朝

の
切
鴛
ρ
ω
8
二
世
及
び
罎
。
導
。
讐
夢
の
時
代
、
（
四
）
第
二

十
王
朝
時
代
、
の
四
馬
で
あ
る
。
○
皆
毒
。
博
士
は
第
二

説
を
採
用
し
て
を
る
の
で
あ
る
Q

　
9
貯
9
・
博
士
の
論
文
の
登
表
は
何
誌
に
な
さ
れ
た
か

ム
3
白
岬
分
は
’
知
る
こ
ε
は
出
忍
な
い
が
、
一
最
近
に
登
表
さ
れ

し
も
の
な
る
こ
ご
は
Ω
鍵
象
糞
博
士
の
寄
書
に
よ
っ
て

推
知
す
る
こ
ご
が
毘
計
る
。
博
士
の
解
護
に
謝
し
て
の

Ω
2
，
山
貯
簿
博
士
の
必
発
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
「
Ω
識
8
ヨ
Φ
博
士
の
解
讃
せ
し
碑
丈
は
甚
し
く
棄
損
さ

れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
博
士
の
研
究
は
雪
膚
に
就
き
て
で



酔

は
な
く
、
爲
眞
版
に
よ
り
て
“
あ
る
◎
而
し
て
博
士
は
衛

試
の
う
ち
に
重
要
な
も
の
を
見
出
し
て
を
る
。
し
か
し
そ

れ
は
實
物
に
は
な
き
も
の
な
る
を
徐
は
何
等
の
躊
躇
な
し

に
云
ふ
こ
ご
が
出
遡
る
。
博
士
の
大
努
力
に
て
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
歪
な
る
そ
の
研
究
に
与
し
て
け
ち
を
着
け
る
は
好
ま
し

か
ら
ざ
る
こ
ご
な
れ
ざ
も
博
士
の
研
究
の
結
果
は
想
像
及

び
不
可
能
の
所
産
で
あ
る
ご
余
は
躊
躊
せ
す
に
、
そ
れ
に
、

資
格
す
け
る
こ
ご
が
出
溜
る
。
シ
ナ
イ
に
於
て
同
種
の
碑

交
に
醤
し
て
よ
今
以
上
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
ε
が
切
望

せ
ら
る
、
次
第
で
あ
る
O
L

　
私
は
9
冒
ヨ
。
博
士
の
研
究
に
つ
き
て
、
そ
の
研
究
の

結
果
な
る
Ω
鎚
匹
ぎ
興
博
士
に
よ
り
て
示
さ
れ
た
る
解
讃
・
文
」

の
外
、
何
の
知
識
も
な
い
赦
に
博
士
の
研
究
に
つ
き
て
何

等
の
妄
言
が
ま
し
い
こ
と
は
い
へ
な
い
⑦
た
“
O
皆
§
・

博
士
の
解
讃
が
正
し
き
か
否
か
の
決
定
の
た
め
に
は

O
簿
愚
器
吟
博
士
の
所
説
の
如
く
「
O
錠
舞
ρ
興
博
士
の
研
究

の
基
礎
は
寓
眞
に
あ
る
故
に
、
よ
り
以
上
の
研
究
の
た
め

　
　
　
第
十
一
雀

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
饒
弓
露
ぴ
暮
の
音
源
及
び
触
」
セ
の
H
霧
〇
二
憶
凶
O
瀞
ミ
に
絶
て

に
は
、
シ
ナ
イ
行
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ン
が
組
織
さ
れ

る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
」
ご
い
ふ
に
ご
や
め
ね
ば
な
ら

露
Q

　
私
が
こ
の
寄
書
を
読
み
で
興
味
を
戚
じ
た
の
は
9
言
ヨ
。

博
士
の
説
で
あ
る
。
も
し
博
士
の
説
が
正
し
い
こ
す
れ
ば

こ
、
に
面
白
き
問
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

出
埃
及
記
舜
二
章
十
六
笛
に
あ
る
「
紳
の
書
」
一
多
ヨ
⇔
皆
島
鶏
ぴ

．
。
越
ρ
ゆ
日
の
解
繹
で
あ
る
。
十
六
節
に
は
「
そ
の
板

鼠
匿
。
ま
葺
（
叶
M
δ
㌶
巨
Φ
ω
）
は
紳
の
造
り
た
ま
ひ
し
も
の
、
そ

の
書
冨
欝
ヨ
津
げ
鑑
∬
（
憂
。
≦
「
筐
瓢
σ
q
）
は
板
の
上
に
彫
ら
れ
だ

る
「
紳
の
書
」
冨
ヨ
邑
察
夢
σ
”
。
δ
寓
ヨ
で
あ
っ
た
。
L
ε
あ

り
、
毘
埃
及
記
三
二
章
よ
り
三
十
四
章
に
は
シ
ナ
イ
山
頂

で
モ
ー
ゼ
が
紳
ヤ
ー
ウ
ェ
（
エ
ホ
バ
）
よ
り
＋
誠
を
授
け
ら

れ
、
そ
れ
を
こ
枚
の
板
に
彫
）
つ
け
る
ま
で
の
物
語
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
あ
る
〇
三
四
章
二
入
節
に
は
「
：
…
∴
彼

（
モ
ー
ゼ
）
は
板
の
上
に
契
約
の
詞
島
ぴ
δ
昼
げ
ぴ
漆
び
即
ち

十
誠
ハ
．
鴇
器
鋳
夢
琶
鼠
ユ
巳
を
彫
り
つ
け
た
O
」
ご
あ
）
0

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
蝋
　
　
（
七
一
）



　
　
　
第
十
一
巻

是
に
よ
っ
て
モ
ー
ゼ
は
「
紳
の
書
」
冨
8
ヨ
斧
ぽ
書
坤
一
．
§
属
β

停
。
ヌ
、
鰹
げ
σ
q
o
h
題
。
ぼ
ヨ
（
Q
o
〔
一
）
，
を
知
っ
て
を
つ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
照
る
。
「
紳
の
書
」
の
血
管
窪
翁
ぴ
（
≦
聾
3
σ
q
）
は
書
物

ω
①
℃
げ
α
さ
（
げ
o
o
ご
で
は
な
く
「
紳
の
交
宇
」
ご
で
も
繹
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
さ
て
「
紳
の
書
」
の
解
騨
に
つ
き
て
は
、
誰

し
も
思
ひ
つ
く
の
は
エ
ヂ
プ
ト
の
象
形
文
字
ぼ
Φ
δ
σ
q
薫
℃
駐

の
こ
ご
で
あ
る
。
エ
ヂ
プ
ト
に
於
て
は
象
形
文
宇
は
紳
の

丈
宇
で
あ
っ
て
紳
の
手
に
よ
り
て
書
か
れ
る
も
の
ご
考
へ

ら
れ
た
。
ロ
ぜ
ツ
タ
・
ス
ト
ン
因
8
・
簿
ρ
ω
8
器
も
象
形
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

字
は
「
紳
の
書
」
で
あ
る
こ
ご
を
駿
へ
て
る
る
。
し
か
ら
ば

モ
ー
ゼ
の
知
っ
て
を
つ
た
「
帥
の
書
」
は
エ
ヂ
プ
ト
の
象
形

交
宇
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
考
へ
は
尤
も
ら
し
い

も
の
で
あ
る
Q
し
か
し
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ん
こ
な

れ
ば
、
象
形
難
字
は
物
の
形
歌
を
も
つ
て
表
は
す
文
字
で

あ
る
。
十
七
の
う
ち
に
は
、
「
上
は
天
に
あ
る
も
の
、
下
は

地
に
あ
る
も
の
な
ら
び
に
地
の
下
、
水
の
中
に
あ
る
者
の

何
の
形
歌
を
も
作
る
べ
か
ら
す
」
（
出
際
及
二
〇
ノ
四
）
ご

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
≧
喜
ρ
ぴ
。
け
の
起
源
及
び
毛
ー
セ
の
房
践
暑
9
ピ
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
二
　
　
（
七
二
）

禁
じ
て
あ
る
。
「
紳
の
書
」
が
象
形
文
字
で
な
い
ビ
す
れ

ば
次
に
考
へ
ら
る
、
の
は
輪
形
文
字
。
葦
魚
∂
箋
日
ω
o
言
5

国
津
一
三
。
窪
鼻
で
あ
る
Q
紀
元
前
十
五
、
四
世
紀
以
降
九

世
紀
頃
ま
で
は
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
語
及
び
撲
形
交
宇
は
西
方
亜

細
亜
一
帯
及
び
エ
ジ
プ
干
に
於
て
も
一
時
は
通
用
語
毎
σ
q
二
9

中
磐
＄
で
あ
っ
た
こ
ご
は
ア
マ
ル
ナ
交
書
㌶
毫
。
審
O
h
漂
ア

0
7
》
営
曽
讐
ρ
そ
の
他
の
粘
土
板
文
書
Ω
9
団
3
配
。
錺
に
よ
り

て
明
で
あ
る
。
モ
ー
ゼ
の
時
代
が
こ
の
ア
マ
ル
ナ
時
代
で

あ
る
ε
せ
ば
「
紳
の
書
」
は
バ
ゼ
Ψ
ユ
ヤ
の
撰
形
丈
字
で

あ
る
ご
解
緯
す
る
の
は
穗
當
な
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
有
名
な
セ
ム
語
筆
者
国
、
蕎
。
翻
①
．
鵯
．
憾
罫
鯵

十
誠
は
墨
形
交
宇
で
書
か
れ
た
も
の
な
る
を
主
張
し
た
。

国
鳥
・
2
9
く
竃
。
も
こ
の
説
を
ご
つ
て
を
る
。

　
も
し
の
ユ
ヨ
馨
選
士
の
解
讃
及
び
そ
の
説
が
正
し
い
ε

す
れ
ば
こ
の
シ
ナ
イ
碑
交
の
年
代
に
つ
き
て
は
Ω
錠
含
套

博
士
も
9
言
ヨ
。
博
士
も
殆
ん
ご
鳳
致
し
て
を
る
故
に
、

モ
書
ゼ
が
十
誠
を
号
し
た
「
憩
の
書
」
は
こ
の
シ
ナ
イ
碑



文
の
老
躯
で
あ
ら
う
ご
解
答
す
る
こ
ご
が
出
偏
る
で
あ
ら

う
。
し
か
し
此
説
は
○
ユ
霞
蓉
博
士
の
説
が
正
し
い
と
の

前
提
の
も
ビ
に
可
能
な
説
ビ
な
る
の
で
あ
っ
て
今
日
の
ご

こ
ろ
末
だ
問
題
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
シ
ナ
イ
碑
丈
の
解
題

等
の
研
究
は
倫
ぽ
之
を
熱
量
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
一
）
　
図
自
。
麸
a
罫
く
籠
。
”
卜
8
一
捧
8
H
o
堕
　
o
h
夢
o
O
置
↓
o
除
§
口
臼
μ
『

　
　
　
謬
唇
山
。
箒
お
H
ω
・
や
同
ω
．

　
（
h
9
）
鋭
蛋
・
○
α
超
8
葡
目
6
類
…
σ
q
ゴ
葭
O
葺
8
尻
ヨ
§
ら
9
①
〈
⑦
益
剛
9
0
h

　
　
　
畠
。
蜜
。
量
葺
。
簿
。
・
吟
り
g
負
。
郎
岡
◎
Q
鷺
層
℃
ワ
讐
一
轟
ρ

（
咽
）AA軌西vv

（
‘
亀
）

（
“
）

（
。
。
）

（
ゆ
）

野
口
O
簿
白
げ
託
£
o
≧
H
o
剛
。
ロ
仲
員
艮
。
還
．
ぐ
。
回
・
ト
0
2
昌
び
三
二
α
q
o
お
お
．

℃
．
回
。
。
O
．

瞥
嬬
妙
ワ
図
o
o
O
．

｝
g
昌
9
0
団
b
ご
旨
ぽ
p
り
い
ぽ
鷲
ε
話
く
9
●
胃
二
二
罎
く
・
剛
O
葛
●
芝
●
Ω

奢
o
o
P
日
ぎ
男
。
留
α
q
す
｝
9
0
p
昌
彗
二
言
。
奪
一
陽
6
0
p
臣
Φ
ω
け
賦
旨
。
硫

8
夢
。
ぼ
⑦
営
①
廼
0
9
ゐ
9
ω
ρ
や
ミ
◎
◎
．

↓
冨
0
9
ヨ
貯
こ
鴨
昏
冨
簿
国
凹
ω
8
受
の
く
9
’
目
の
お
鵠
轟
の
や
α
囲
●

皆
罫
℃
・
ω
い
α
．

局
騨
多
く
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